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P3−18−2　卵巣癌 に対 す るベ バ シ ズ マ ブ の 使 用経験

北海道大
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【目的】本 薬 剤 が 2013年 11 月 に 卵巣癌 に 対 して 保険適応となり，本邦で の 投与が 開始されたが，本邦 で の 安全性や有効性 は

明らかで なく，安全性 と有効性 を検討す る．【方法】当科で の ベ バ シ ズ マ プ の 使用経験 を解析して 報告する．【成績】現在 まで

GQG −0213試 験 に参加 した 1 名を含 む 9 名 に 使用 した ．投与 開始時年齢 は 中央値 58歳 （33〜76 歳）．再 発 卵巣 癌 6例，卵巣癌／

腹膜癌の 初回治療 2例，プ ラチ ナ抵 抗 性 の悪 性 卵巣 性 索 間質性腫瘍 1例 で，再発症例 で は 2nd　lineが 1 例，3rd 且ineが 4 例，

platinum　free　interva！は 3〜11 か 月 （中央値 4．5 か 月）で あ っ た．ベ バ シ ズ マ ブの 投与回 数は 中央値 6 コ
ー

ス （2〜38コ
ー

ス ）

で あ っ た，併用 化学 療法 regimen は TC 療法が 5例 ，
　weekly 　paclitaxelが 3伊1，　PLDI 例 で あっ た．5 例で RECIST に よる効

果判定が可能で
，
CR2 例，　PRI 例，　SD2 例 で あ っ た．ベ バ シズ マ ブ との 関連 が 疑 わ れ る Grade3以 上 の 有害事象 は 2例 で発症

した，1例 は Grade3の 高血圧，蛋白尿，急性冠症候群が同
一

症例で 発症し，1例 は深部静脈血栓症
・肺塞栓症で あっ た．【結論】

卵巣癌／腹膜癌 に対するベ バ シ ズマ ブの 本 邦 で の 使用 経 験 は未 だ少 ない こ とか ら，今後も継続的な有効性，安全性 に 関する評

価が必要 で あるもの の 1 効果を認 め る症例を経験 して お りt 有効な薬剤 で あ る と考える．

P3−18−3　再発卵巣癌患者 に対する Bevacizumab 投与例 の 検討
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【目的】Bevacizumab（Bmab ）の 使用 に 当た っ て は，国際共同第 III相試験 （GOG −0218 試験）の 成 績 に基 づ き．　 III，　 IV 期の

初 回 治療の 症 例 に限 る こ と を薦 め て い る．当院で は，III，　 IV 期の 初回 治療 は JGOG3016試験 （NOVEL 　trial）の 結 果 を踏 ま

え，dose−dense （dd）TC 療法 を行 っ て い るが ddTC 療法 に対 す る Bmab の E乗せ 効果 の 根拠 は ない ．一
方，海外 に お い て プ

ラチ ナ感受性再発患者 に対す る 第 III相試験 （OCEAN 試験）や プ ラ チ ナ抵抗性 再発 患者 に対す る 第 III相試験 （AURELIA
試験〉が 行わ れ，ともに無増悪生存期間の 有意な延長を認め て お り，根治困難で ある 再発卵巣癌患 者が使用 を強 く望 まれ る こ

とが多 く，初 回 治療 と同様 に適正 使用 の 道筋を作 るべ きで ある と考えた．【方法】当院に お い て 2013 年 11月以 降 に，文書に よ

る イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを行 っ た上 で ，抗が ん剤 と併用 し Bmab を用 い た再 発 卵巣癌患者 につ い て ，後方視的検討 を行 っ

た ．【成績】2014年 9 月 まで に ，11例 の 再発卵巣癌患者 に Bmablsmg ／kg／3−4 週 が 投与 され た，年齢フ）中 央値は 57歳 （範囲

36−72歳），PS は 0〜1，組織型 は serous が 7例，　clear　cell が 2例，　endometrioid が 1例 で，前治療 の レ ジメ ン 数は 1 レジメ

ン と 2 レ ジ メ ンが 5 例ずつ で，4 レ ジ メ ン が 1 例で あ っ た．TFI は 1か 月〜2年 7か 月で，うちプラチ ナ抵抗性再発が 8例で

あっ た．RECIST 評価が可能で あ っ た 7例中 3例が PR で あ り，奏効率 43％ で あ っ た．重 篤な有害事象 と して，　 CTCAE 　ver

4，03で garde3の 肝 障 害 と胃癌 の 重 複 に よ る タール 便 が 1例 ずつ あ り，投与 を 中 IE し た．【結論】再発卵巣癌 に 対す る Bmab

投与は安全 に施行可能で あっ たが，初回治療 に対する JGOG3022試 験 と同様の 前向 き観察研究や 介入研究な どを行 うべ き と

考える．
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【目的】ベ バ シ ズマ ブは 国際共同研究として 行われ た GOG218 試験をもとに H本 で も卵巣癌 に対す る保険適応 が追加 され 広 く

臨床 で 用 い られ て きて い る．また使用 に 当た っ て は JGOGか らの 勧告で Stage　lll・IV 期の 未治療 上皮性卵巣癌 を対象 に TC

療法 と併用す る こ とが 推奨 され て い る．しか し海外 に お け る 再 発 卵 巣 癌 を対 象 と した 臨 床 第 III相 臨 床試験 も結果 が 報告 さ

れ，再発卵巣癌 に 対する使用例 は増えて い くと考えられる．そ こ で 当科 に お い て 再発卵巣癌 に対 して ベ バ シ ズマ ブ と化学療法

との 併用が 行 われ た 6例 につ い て の 使 用 経験 につ い て報 告 す る．【方 法】再 発 卵巣癌 に対 して ベ バ シ ズ マ ブ と化学療法の 併用

が行われた 6症例 につ い て ，効果 と安全性 につ い て 報告す る，なお 薬剤投与 に当た っ て は 本邦で は 原則 GOG218 に準 じて使用

する ように JGOGか らの 勧告が 出て い る こ とや AVF2949g 試験 に お い て 3 レ ジ メ ン 以 上 の 治療歴 の あ る患 者 で は消 化 管穿

孔 の 危険性が 16％ と高率 に報告 され て い る こ とを 同意 文 書取 得の 際 に ア ナ ウ ン ス して い る．【成績】1．既往化学療法 の レ ジ メ

ン 数 の 平均 は 2± 1 レ ジ メ ン で あ っ た．2．ベ バ シ ズ マ ブ と の 併 用 レ ジ メ ン は TC 療 法 が 1例，　topotecan が 4 例，リポ ソ
ーマ

ル 化 ドキ ソ ル ビ シ ン が 1例 ，カル ボ プ ラ チ ン が 1例 で あ っ た．3．評価可能病変 を持 つ 症 例 で は 3例 が partial　response とな っ

た．また ベ バ シ ズ マ ブ投与中止後 に 急増悪 を認め た症 例 を認 め た ．4．CTCAE の grade3
・4 の 副 作 用 は高血 圧 が 4 例 に 認め

られ，1 例に 消化管穿孔 が疑われたが保存的治療で 回復 した，【結論】再発 卵巣癌 に対す る ベ バ シ ズ マ ブ の 併用 療法 は投与中止

時期や安全性の 点からさらなる症例 の 蓄積が 必要 と考え られ た．
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